
電子処方箋は、2023年１月より開始。
2024年度末には、概ね全ての医療機関・
薬局で導入することとされている。

令和５年６月２日
医療ＤＸ推進本部決定
（一部加筆）
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電子処方箋とは
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電子処方箋とは、オンライン資格確認等システムを拡張し、現在紙で行われている処方箋の運用を、電子で実施する仕組み。オンライン
資格確認等システムで閲覧できる情報を拡充し、患者が直近処方や調剤をされた内容の閲覧や、当該データを活用した重複投薬等チェ
ックの結果確認が可能に。（令和５年（2023年）１月～運用開始）
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2023 年１月からの電子処方箋の運用開始に向けて、安全かつ正確な運用のための環境整備を行うとともに、
2025 年３月を目指してオンライン資格確認を導入した概ね全ての医療機関及び薬局での電子処方箋システムの導入を支援する

フォローアップ（令和４年 6月７日閣議決定）

令和５年度全国厚生労働関係
部局長会議説明資料より抜粋



電子処方箋の導入意義
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電子処方箋により、医療機関や薬局・患者間での処方/調剤薬剤の情報共有や、関係者間でのコミュニケーションが促
進されることで、質の高い医療サービスの提供、重複投薬等の抑制、業務効率化を実現。

病院・診療所

患者の処方・調剤情報を踏まえた
質の高い診察・処方 • 医療機関・薬局を跨いで、患者が処方/調剤

された薬剤の情報を基に、電子処方箋管理
サービスで重複投薬等チェックを実施すること
で、より実効性のある重複投薬防止が可能
になる。

• 医療機関・薬局を跨いで、リアルタイムでの
処方/調剤情報含む薬剤の情報を閲覧。
（直近から過去3年分まで）

• 自院が発行した処方箋に対する薬局の調剤
結果 (後発医薬品への変更等含む)を電子
処方箋管理サービスから電子的に取得。

重複投薬等の抑制 円滑なコミュニケーション

薬局

• システム化により医師と薬剤師の情報共有の
手段が増え、より円滑なコミュニケーションが
期待できる。

患者の処方・調剤情報を踏まえた
質の高い調剤・服薬指導

• 電子処方箋管理サービスから処方箋をデータ
として受け取ることで、システムへの入力作業
等の作業を削減し、事務の効率化が期待。

• 処方箋がデータ化されることで、紙の調剤済
み処方箋のファイリング作業、保管スペース
を削減。

• 医療機関・薬局を跨いで、リアルタイムでの
処方/調剤情報含む薬剤の情報を閲覧。
（直近から過去3年分まで）

• 調剤結果や処方医への伝達事項を電子処
方箋管理サービス経由で電子的に伝達。

業務効率化

患者

• 複数の医療機関・薬局間での情報の共有が
進むことで、実効性のある重複投薬防止等や
、より適切な薬学的管理が可能になるため、
患者の更なる健康増進に貢献。

• 患者自らが薬剤情報をトータルで一元的に
確認することができ、服薬情報の履歴を管理
できるとともに、必要に応じて医療機関、薬局
等から各種のサービスを受けることが可能。

• 処方箋原本を電子的に受け取ることが可能
となり、オンライン診療・服薬指導の更なる
利用促進に貢献。

• システム化により医師と薬剤師の情報共有
の手段が増え、より円滑なコミュニケーション
が期待できる。さらに、システム的にチェックさ
れた処方箋を薬局で扱えるようになる。

円滑なコミュニケーション

令和５年度全国厚生労働関係
部局長会議説明資料より抜粋



医療機関・薬局における電子処方箋システムの導入状況
（2024/03/31  時点）

運用開始施設数① オンライン資格確認
運用機関数② ①／②

全体 19,424 208,620 9.3%
病院 113 8,007 1.4%
医科診療所 1,746 80,730 2.2%
歯科診療所 71 60,325 0.1%
薬局 17,494 59,558 29.4%
注：以下の厚生労働省ホームページより作成。

注：運用開始施設数とは、電子処方箋の発行又は電子処方箋に基づく調剤が可能となる日（運用開始日）を医療機関等向け総合
ポータルサイトで入力した施設であって、当該運用開始日が経過している施設をいう。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/denshishohousen_taioushisetsu.htmlhttps://www.mhlw.go.jp/stf/index_14821.html
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リフィル処方箋の場合、ここにレ点と
使用可能な回数が記載されます。

リフィル可 □ （ ２ 回）

リフィル可 □ （ ３ 回）✔

✔ または

調剤日と次回の調剤予定日を薬局が記入します。

調剤実施回数（調剤回数に応じて、□に「✔」又は「×」を記載するとともに、調剤日及び次回調剤予定日を記載すること。）
 □１回目調剤日（ 年 月 日） □ ２回目調剤日（ 年 月 日） □ ３回目調剤日（ 年 月 日）
次回調剤予定日（ 年 月 日） 次回調剤予定日（ 年 月 日）

リフィル処方箋について
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〇 令和４年度診療報酬改定で導入
〇 症状が安定している患者について、医師の
処方により医師及び薬剤師の適切な連携の下、
一定期間内に処方箋を反復利用できる処方箋
の仕組みが設けられた。



令和５年11月10日中央社会保険医療協議会総会
資料総-1-2-1より抜粋（一部加筆）
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